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･大方の人には馴染みの少ない地名かも知れないカミ南

九州霧島火山の東麓に位置し既刊の地質図幅｢霧島

山｣と表層地質図｢宮崎｣とに挾まれた地域である.

平坦面が発達している割合には未だ自然が残されて

いる純農山村地帯であるが近年はこの地域を通過す

る国道が整備され宮崎一都城一鹿児島の幹線や宮

崎一霧島観光ルｰトの沿線とたっているのでこれら

のルｰトによってこの地域を通った人も案外多いので

はなかろうか.また最近では九州縦貫道路の加久藤

一宮崎線の建設工事がこの地域を横切る国鉄吉都線

沿いに急ピッチで進められており本邦におけるノ･イ

ウエイ建設吏上初のシラス対策に直面している.

.この地域は四万十累層群山地とシラス台地によって特

徴づけられ霧島火山をはじめ姶良カルデラや加久藤

カルデラなどに関連する各種の火山噴出物カミ彩りを添

えている.これらの火山噴出物層序を観察するには

恰好のフィｰルドと言えよう.また地体構造の上か

らは西南目本外帯構造の本州弧から琉球弧への屈曲

ゾｰンに当り宮崎平野から加久藤盆地に至る断裂帯

がこの地域を横切っている.

･気候風土に恵まれたこの地域が平坦地の多い割合に

純農山村地帯として残されていることは将来の人口

増と食糧その他生産物の国内需給態勢を考えた場合

この地域に社会･経済面からの開発行為が加えられる

余地がより多く残されていることを意味する.現に

道路の拡張や山地の開発に伴ってシラス災害などが

新たに発生しつつあり緑被の喪失による地質現象と

しての鋭敏祖反応が見られる.自然条件の現状と将

来にわたる真の意味の環境評価が要請される地域で

もある.
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